
発行日：2023年3月15日

環境経営レポート

活動期間（2022年1月～2022年12月）

関西商事株式会社

認証番号0006139



ご挨拶

「未来」への「いのち」に、そして「地球に」

私たちはいったい何を残すことができるのか

わが国で、高度経済成長という名のもとに

無計画に行われた生産と廃棄。

20世紀の日本がもたらした環境への悪影響は、

 生命存続の危機へ向かう地球規模の物語の序章とも思えます。

 今のままでは、早期に暗い結末をむかえそうなこの物語を、

 少しずつではありますが、明るい未来へと続く物語に

変えることが、21世紀を生きる私たちの使命なのだと考えます。

「いのち」を繋いでいくためにできること。

「地球」を繋いでいくためにできること。

産業廃棄物は、処理・処分から再生へ「未来」へと

「いのち」と「地球」を繋いでいく。

そんな企業であり続けるために、努力してまいる所存でございます。

代表取締役　　　船越　登

1



2

3

4

5

6～7

8～10

11

12

環境活動の実績と評価--------------------------------------

社会貢献活動----------------------------------------------

環境関連法規の違反、訴訟等の有無--------------------------

代表者による全体評価と見直し・指示-------------------------- 13

環境目標、実績---------------------------------------------

目　　　次

事業概要---------------------------------------------------

施設、処理状況、許可一覧-------------------------------------

環境経営方針 ---------------------------------------------

組織図、処理工程-------------------------------------------



社名及び代表者 関西商事株式会社

代表取締役 船越　登

所在地 〒595-0814

大阪府泉北郡忠岡町新浜2丁目11番4号

Tel.0724-36-2047

Fax.0724-36-2048

HP　URL　https://kansai-chip.co.jp/

創立年月日 昭和51年2月18日

資本金 1,000万円

環境管理責任者 取締役　船越　剛

担当者及び連絡先 船越　剛　Tel.0724-36-2047

事業内容 産業廃棄物（木くず）の収集運搬業及び中間処理業

パルプ用原料・ボード用原料等の製造及び販売

認証・登録範囲 全組織 ・ 全活動

事業規模 第47期（2022年1月～2022年12月）　

売上高　　587百万円

従業員　　18名

事業場面積　　7,126㎡
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事業概要



工場内車両

車両形式

営業車両

車両形式

収集運搬車両

最大積載量

環境保全対策

最大積載量

環境保全対策

　

中間処理施設

施設の種類

処理能力

品目

設置年月日

処理量状況

収集運搬量

受入量

中間処理量

廃棄物処理料金

都道府県 許可番号 事業区分 許可品目

都道府県 許可番号 積替え保管 許可品目

都道府県 登録番号

大阪府 第385号
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平成26年2月21日

産業廃棄物収集運搬業許可

許可年月日及び有効期限

取得日　昭和61年5月20日

有効年月日　令和6年5月19日

木くず （破砕にて再生）

大阪府 2700047935 なし 木くず

事業区分

再生事業者登録

登録年月日

許可年月日　令和元年5月20日

トヨタ　プリウス　乗用車（ハイブリッド）　1台

・ユンボ(2.5㎥）1台 ・ユンボ(4.5㎥）3台　・積込用バケツ 1台　・ショベルローダー 1台　・ロガー 2台

車両形式
4t車ダンプ　　1台

木くず

3,800kg 

排出事業者が分別した木くずを、4tダンプ車両にて、ワイヤー・ロープで結束またシート等をかけ
て、飛散や流出しないよう運搬する。

4,266t（自社収集運搬分）

51,597t（持込分）

有効年月日　令和6年5月19日

10t車ダンプ　　1台

9,300kg 

排出事業者が分別した木くずを、10tダンプ車両にて、ワイヤー・ロープで結束またシート等をかけ
て、飛散や流出しないよう運搬する。

破砕施設　　1基

220ｔ/日

木くず

55,593t

産業廃棄物処分業許可

平成１６年８月１０日

大阪府 2720047935

車両形式

木くず

処理料金は木くずの種類・量により計算致します。無料でお見積致しますので当社へご連絡下さい。

許可年月日及び有効期限

取得日　昭和61年5月20日

破砕

　※受入量と中間処理量の数値が合致しないのは、水分等、処理への時間差の為。

木くず許可年月日　令和元年5月20日

保有許可一覧

施設及び処理の状況



私たちは、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される資源の枯渇への対応が

人類共通の重要課題との認識に立ち、廃木材を活用したパルプ用原料製造の事業活動に

おける環境負荷の低減を図るために、会社一丸となって自主的・積極的に、ＳＤＧｓの推進、貢献、

環境保全活動に取り組みます。

<環境保全への行動指針>

1 環境関連法規や当社が約束したことを遵守します。

2 環境経営目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めます。

3 具体的に次のことに取り組みます。

① ＣＯ２削減として、電気、燃料などの使用量削減。

② 廃棄物（一般、産業廃棄物）分別の徹底と発生抑制。

③ 環境配慮の活動として、受託産業廃棄物の再資源化促進。

④ 雨水タンクの活用等で、水使用量の削減。

⑤ グリーン購入の推進。

⑥ 社会貢献活動・生物多様性貢献活動として、植林活動募金の実施、会社周辺の清掃活動

の実施。

4 ５Ｓ活動を継続的に推進し、職場の安全・安心を図ります。

5 地域融和として工場周辺の美化活動を推進します。

6 この環境経営方針は全従業員に周知して活動すると共に、活動内容などの情報を公表します。
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制定日：2009年11月9日

                改定日：2022年11月12日

関西商事株式会社

代表取締役　　船越　登

環境経営方針
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・資源の準備
・環境方針の策定
・課題とチャンス
・評価、見直し・指

・システムの総括
・代表者への報告
・各種文書の承認

・文書類の作成
・計画の進行管理
・法令遵守チェック

・自部門活動実施
・自部門訓練実施
・環境方針周知

・訓練参加、受講
・運用実施

環境経営管理責任

者

ＥＡ２１事務局 （営業部長・総務部長・工場

認証・登録の適用範囲 ：全組織・全活

動

住所：大阪府泉北郡忠岡町新浜

2丁目11・番4号
関連事業所：なし

活動内容：産業廃棄物（木くず）の収集

運搬業

及び中間処理業（ﾊﾟﾙﾌﾟ用原料・   

収集運搬部門

営業部長

事務部門

総務部長

処理部門

工場長 

運転手

（1人）

事務員

（3人）
従業員

（10人）

統括責任者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤード手選別・用途別保管 

（ボルト等・ビニール線の除去） 

一次破砕機 

（リサイクルウッド） 

磁選機 

二次破砕機 

解体材・建設木くず 

除去した鉄屑等 

（スクラップ売却） 

製品用チップ 売却 

磁選機 燃料用チップ 売却 

磁選機 

中間処理後の廃棄物 → 処理委託 

環境経営システム組織図

廃棄物処理工程表（フローシート）



環境負荷
全社総CO2

（kg-CO2）
合計排出量

電気
(kWh)

燃料
(L)

水
（㎥）

第45期 515,060 502,292 103,906 10,510

第46期 508,893 485,969 104,669 8,636

第47期 510,279 462,448 102,891 8,243

測定単位 基準 第47期
(実績）

 第48期
（新基準値）

ｋWｈ/t 10.38 8.3 10.38

- 1
％
減

2
％
減

3
％
減

4
％
減

264,438

Ｌ/t 0.06 - 0.06

- 1
％
減

2
％
減

3
％
減

4
％
減

6,960

Ｌ/t 2.18 1.8 2.18

- 1
％
減

2
％
減

3
％
減

4
％
減

269,352

9.2 11.26

- 1
％
減

2
％
減

3
％
減

4
％
減

ｋｇ－ＣＯ２ 540,750 510,279 540,750

- 1
％
減

2
％
減

3
％
減

4
％
減

3.24

- 1
％向
上

2
％向
上

3
％向
上

4
％向
上

48,000

- 1
％
減

2
％
減

3
％
減

4
％
減

63.00

受託産業廃棄物(木く
ず）の再資源化率

％ 99 99 99

m³/t 0.18 0.15 0.18

- 1
％
減

2
％
減

3
％
減

4
％
減

8,760

23

　(実績品目・参考
数値）

10,799

　(実績点数・参考
数値）

12

　(実績回数・参考
数値）

55,593

　(実績回数・参考
数値）
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廃棄物
(t)

回収量
（ｔ）

処理量
（ｔ）

24.5 51,219 51,037

目標期間　：2023年1月1日～2027年12月31日　（第48期～第52期）

環境目標 第49期 第50期 第51期 第52期

21.0 56,087 55,863

23.0 55,863 55,593

259,149 256,505 253,860

②ガソリン削減

0.06 0.06 0.06 0.06

ｋｇ－ＣＯ２ 6,960

①電気削減

10.38 10.38 10.38 10.38

ｋｇ－ＣＯ２ 264,438 245,559
261,794

6,598
6,890 6,821 6,751 6,682

③軽油削減

2.18 2.18 2.18 2.18

11.26 11.26

535,343 529,935 524,528 519,120

258,578

二酸化炭素の削減

ｋｇ－CO2/ｔ 11.26
11.26 11.26

ｋｇ－ＣＯ２ 269,352 258,121
266,658 263,965 261,271

廃
棄
物
削
減

99

8,760 8,243
8,672 8,585 8,497 8,410

3.18 3.14 3.11

産業廃棄物
(木くず）再資源化

ｔ 48,000 55,593
48,480 48,960 49,440

一般廃棄物
（事業系混合廃棄物）

t 3.24 2.73
3.21

0.18 0.18 0.18

m³

49,920

産業廃棄物
（中間処理後の廃棄物）

ｔ 63.00 50.38
62.37 61.74 61.11 60.48

99 99 99

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

職場
環境
の改
善

職場の５Sの推進
月1回

・継続活動

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目

標設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

グ
リー
ン

購入

グリーン調達の推進 アイテム数

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目

標設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

継続活動
品目数評価の実施
継続（但し数値目標

設定なし）

節水 水道水の削減

0.18

社
会
貢
献

会社周辺の清掃活動
月1回

・継続活動
月1回（年間12回）

継続活動
月1回（年間12回）

継続活動
月1回（年間12回）

継続活動

ＣＯ２排出係数　　電気=0.531ｋｇ/kWh（2020年/auでんき調整後）  ・ガソリン＝2.32ｋｇ/Ｌ　・軽油＝　2.58.ｋｇ/Ｌ

月1回（年間12回）
継続活動

月1回（年間12回）
継続活動

月1回（年間12回）
継続活動

植林活動
金額（円）月1回・継

続活動

二酸化炭素削減量
により　変動・継続

活動

二酸化炭素削減量
により　変動・継続

活動

二酸化炭素削減量
により　変動・継続

活動

二酸化炭素削減量
により　変動・継続

活動

二酸化炭素削減量
により　変動・継続

活動

二酸化炭素削減量
により　変動・継続

活動

二
酸
化
炭
素
削
減

環境目標及びその実績



※　化学物質は使用していない。
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新基準値内容

二酸化炭素削減

①264,438kg-CO2＋②6,960kg-CO2＋③269,352kg-CO2＝540,750kg-CO2

11.26kg-CO2/t ＝540,750kg-CO2÷48,000t（産業廃棄物　(木くず）再資源化量目標値）

①電気削減

8,760m³　＝毎月730m³×12ヶ月

0.18m³ /t  ＝8,760m³÷48,000t（産業廃棄物　(木くず）再資源化量目標値）

269,352kg-CO2　＝毎月8,700L×12ヶ月＝104,400L ×2.58

2.18 L/t  ＝104,400L÷48,000t（産業廃棄物　(木くず）再資源化量目標値）

廃棄物削減

一般廃棄物削減

3.24ｔ　＝毎月0.27t×12ヶ月

産業廃棄物　(木くず）再資源化

264,438kg-CO2　＝毎月41,500ｋWｈ×12ヶ月＝498,000ｋWｈ ×0.531

10.38ｋWｈ /t  ＝498,000ｋWｈ÷48,000t（産業廃棄物　(木くず）再資源化量目標値）

②ガソリン削減

6,960kg-CO2　＝毎月250L×12ヶ月＝3,000L ×2.32

0.06 L/t  ＝3,000L÷48,000t（産業廃棄物　(木くず）再資源化量目標値）

③軽油削減

48,000ｔ　＝毎月4,000t×12ヶ月

産業廃棄物（中間処理後の廃棄物）

63ｔ　＝毎月5.25t×12ヶ月

節水



電気使用量の削減　
[取組内容]
不用照明の消灯、省エネ電気機器の使用、ウォームビズ運動、室内温度管理、
スイッチ類のカバーの設置、待機電動カット、モーターの使用時間の見直し
※単位：kWh/t

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価
10.38 8.3 ○

[評価内容及び今後の取組]

ガソリンの削減　
[取組内容]
チェンソー等機械の使用方法の見直し、メンテナンスの徹底。
エコドライブ１０の実践.ガソリン車ハイブリッド車の切り替え
※単位：L

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価

2,871 2,844 ○

[評価内容及び今後の取組]
ハイブリッド車使用で目標達成。
今後もエコドライブ１０の実践に努め、削減へ取り組む。

軽油の削減　
[取組内容]
エコドライブ10の実践
※単位：L/t

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価

2.18 1.8 ○

[評価内容及び今後取組み]

二酸化炭素の削減
[取組内容]
電気使用量・軽油・ガソリンの削減

※単位：kg-CO2/t

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価

11.26 9.2 ○

[評価内容及び今後の取組み]

目標達成となった。今後も引き続き削減に努めるよう指示。

目標達成となった。今後も引き続き削減に努めるよう指示。

目標達成となった。今後も引き続き削減に努めるよう指示。
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環境活動の実績と評価

526,773 

515,059 
508,893 510,279 

495,000

500,000

505,000

510,000

515,000

520,000

525,000

530,000

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

二酸化炭素排出量
kg-CO2



一般廃棄物（事業系混合廃棄物）の削減
[取組内容]
事務所・工場内ゴミの分別、コピー用紙の裏面使用、紙類のリサイクル化

※単位：ｔ

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価

2.96 2.73 ○

[評価内容及ぶ今後の取組み]
月々の清掃活動で改善点の見直しができ、分別作業の徹底により減少。
コピーの裏表使用は今後も継続。引き続き削減に努める。

産業廃棄物(木くず)の再資源化
[取組内容]
再生パルプ原料化、再生率の向上
※単位：ｔ

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価

46,687 55,593 ○

[評価内容及び今後の取組み]
昨年に比べ受入量・生産量UP。引き続き再生率の向上の為努める。

産業廃棄物　削減（中間処理後の廃棄物）
[取組内容]
再生率の向上を図ることにより、廃棄物発生抑制を推進する
※単位：ｔ

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価

63.0 50.38 〇

[評価内容及び今後の取組み]
引き続き再生率の向上を図り廃棄物の発生抑制を推進する。

受託産業廃棄物(木くず）の再資源化率
[取組内容]
再生率の向上

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価

99% 99% ○

[評価内容及び今後の取組み]
再生率は99％となっており、維持と更なる向上を目指す。

水使用量の削減
[取組内容]
水漏れの改善、工場内散水方法の見直し、サイロ内への使用量の削減、
お風呂・シャワー・洗面所各所、トイレの節水.
※単位：㎥/t

2022年1月～12月（目標値） 2022年1月～12月（実績値） 評価

0.18 0.15 ○

[評価内容及び今後の取組み]
効率良く稼働している。継続して取り組むよう指示。
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職場の５Sの推進
[取組内容]
月一回全体ミーティング、週一回各班ミーティング実施。５S活動チェックリスト作成。
※単位：点

2022年1月～12月（実績値） 評価

10,799(参考数値） ○

[評価内容及び今後の取組み]

植林活動
[取組内容]
二酸化炭素の削減量から換算して環境保全・植林活動事業への募金にあてる。
詳細はp11参照。
※単位：円

2022年1月～12月（実績値） 評価

55,593(参考数値） ○

[評価内容及び今後の取組み]
二酸化炭素の削減活動により、寄付活動ができて良かった。今後も継続して活動に取組む。
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チェックリストから活動状況が確認できる。今後も引き続き活動に努めるよう指示。
各班のチェック点がわかり良かったが、見落とし箇所など改善点あり。



NGOアリーナを通じて【日本自然保護協会】へ環境保全・植林活動寄付

【日本自然保護協会　活動内容】

11

暮らしを支える日本の自然の豊かさ＝生物多様性を守りたい。

日本の自然の豊かさ＝生物多様性を守るとは？

戦後まもない1949年、発電所建設でダムの底に沈もうとしていた尾瀬を守るため、生物学者や登山
家などを中心に「尾瀬保存期成同盟」が結成されました。その2年後、広く日本の自然を守ろうと
「日本自然保護協会」と名前を改め、以来、尾瀬、知床、白神山地など日本を代表する自然をはじ
め、各地の森、里やま、川、海辺の生態系や野生動植物の生息・生育地など、幅広い自然保護活動
に取り組んできました。

日本自然保護協会は、人の生活を支える自然環境の豊かさを守りたいと思っています。私たちの暮
らしは、自然がもつさまざまな機能によって支えられています。たとえば食料や水、木材などの供
給的機能、気候や水流などの調節的機能、農業には欠かせない栄養などの物質を循環させる基盤的
機能、文化や芸術、レクリエーションなどの精神活動の源となる文化的機能など、どれも私たちが
生きていくために不可欠なものです（これらの機能は生物多様性が持つ生態系サービスと呼ばれて
います）。

主な事業Ⅰ】 【主な事業Ⅱ】

日本のサンゴ礁を次世代へ 日本の森を持続可能に 

～ ジュゴンやたくさんの生きものがすむ
サンゴ礁の海を守ろう ～

～ AKAYAプロジェクト ～

気が遠くなるほど長い年月をかけて地球のメ
カニズムとして作られた海辺を、わたしたちは
わずか約半世紀の間に急激に破壊してしま
いました。

ここはかつてスキー場、ダムなどの大規模開
発が計画されましたが、地元の反対運動など
もあり、そのまま自然の姿が残りました。

サンゴ礁を持つ先進国はごくわずか。 

海にかこまれた日本にくらすわたしたちの毎
日は、海との深い関わりの上に成り立ってい
ます。

群馬県みなかみ町北部に広がる約1万haの
国有林『赤谷の森』を、地域住民・NGO・行政
のパートナーシップで共同管理していくプロ
ジェクトです。

ジュゴン サンゴ礁の海にくらすコブヒトデ

それぞれの得意分野を生かし、生物多様性
の復元と持続的な地域社会づくりを進める日
本初の試みを進めています。

日本が世界の自然のホットスポットと言われ
る理由がこの海にあります。日本自然保護協
会は、 海辺をしらべ、政策提言を行っていま
す。

とくに、沖縄のジュゴンがくらす辺野古の海、
地域の貝とりや海藻とりの場でもあった泡瀬
干潟の保護に取り組みます。

社会貢献活動



環境関連法 該当する要求事項

・廃棄物収集運搬の許可と表示・書類携帯

・再生事業者の登録・許可

・廃棄物中間処理施設などの届出

・マニフェスト伝票の交付と交付状況報告

・法12条　水銀使用製品廃棄物　自社適正保管、適
正処理

・特定施設届出

チッパー・破砕機、コンプレッサーなど

・騒音基準の遵守

・特定施設届出

チッパー・破砕機、コンプレッサーなど

・振動基準の遵守

自動車NOx・PM法 ・自動車排気ガス対策 車検・収集運搬車表示済み 適

オフロード法
重機等オフロード車の新規購入時に基準適合車を
確認

購入の際に車両メーカーから基準適
合判定資料を入手

適

・構内作業の安全管理

・重機の使用

・フォークリフトの使用

家電リサイクル法 エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機の適正な処分 対象物が発生した際に適正に処理 適

フロン排出抑制法 業務用エアコン・対象空調機等の簡易点検の実施 対象物が発生した際に適正に処理 適

下水道法 トイレ排水・工場内排水 規定基準値内排水 適

環境関連法規の違反はありません。

また、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟は過去3年間にわたってありません。
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中間処理業及び収集運搬業許可証
更新(令和1年5月20日）

電子マニフェストでの報告
交付報告　令和4年5月18日報告

適廃棄物処理法

遵守状況と評価

騒音規制法 平成21年12月24日　届出済み 適

振動規制法 平成21年12月24日　届出済み 適

・可燃物の防火管理

労働安全衛生法 労働災害なし 適

消防法
消防設備等点検結果を3年に1度報
告　　少量危険物取扱資格取得済み

適

環境関連法規の違反、訴訟等の有無



[環境経営方針]

環境経営方針に『ＳＤＧｓの推進、貢献』を追加し、更に環境保全活動に取り組めました。

2017年版ガイドラインに基づき、引き続き環境経営活動に取り組み、更に向上するよう指示しています。

[目標・環境経営活動計画]

[環境経営システムの各要素]

※次回環境活動レポートの発行は、2024年3月の予定である。
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今期は全項目で目標達成できました。全活動の基準値の見直し・数値改正をしました。実施体制の変
更は無く、各項目が徹底され、社員全員が一丸となって活動に取り組めたと思われます。今後も引き
続き活動に努め、さらに向上するよう指示しています。また、社員だけでなく外部取引業者の意見を求
めEA21の取組みが拡がるよう努めます。

各要素に変更はなく引き続き環境経営活動に取り組むよう努めます。外部コミュニケーション活動は前
期同様に高い評価を頂いており、今後も引き続き活動してまいります。内部コミュニケーションの社内
テストは、従業員の活動意識の向上が大いにみられ、よい成果が得られていますので、今後も定期的
に行っていく予定です。

代表者による全体評価と見直し・指示

原材料及び製品情報

廃 木 材

製 品 原 料 チップ

製    品 


